
第３学年 道徳科学習指導案 

１組 計 33 人(男子 16人，女子 17人) 

指導者  諸 平 幸 奈 

１ 主  題  名  相手とわかり合って 【Ｂ 相互理解，寛容】 

          教材名「心をしずめて」(日本文教出版３年) 

２ 本主題で育成を目指す「未来の創り手に求められる資質・能力」 

創造力 
道徳的価値と関係付けながら相手と分かり合うことについて考え，互いに気持

ちよく過ごすための理解を広げたり深めたりする力 

協働力 
 友達との「学び合い」や教師とのやりとりを通して，相手と分かり合うために
大切なことについての自分の考えを深めていく力 

振り返る力 
 相手と分かり合うために大切なことは何かを考えることを通して，自分の思い
を伝えたり，相手の思いを聞いたりすることの大切さに気付き，これからの学習
や実生活に生かそうとする力 

３ ねらいとする道徳的価値について 

⑴ 内容項目とその系統  ⑵ 指導内容についての基本的な立場 

    

第 ３ 学 年 及 び 第 ４ 学 年 

よいことと悪いこととの区別をし，よいと思うことを進んで行うこと。 

 

「相互理解」とは，自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，自

分とは異なる意見や立場でも広い心で受け止めて相手への理解を深

めることである。「寛容」とは，寛大な心をもって他人の過ちを許すこ

とである。ここでは，広がりと深まりのある人間関係を築くために，

自分の考えを相手に伝えて相互理解を図るとともに，謙虚で広い心を

もつための大切な考え方を身に付けていくこととなる。 
 この期の子供たちは，自他の立場や感じ方，考え方などの違いをお

おむね理解できるようになるが，ともすると違いを受け止められずに

感情的になったり，それらの違いから対立が生じたりする場合もあ

る。 
 そこで，本主題では，望ましい人間関係を構築するためには自分の

考えや意見を冷静に相手に伝えるとともに，自分と異なる意見につい

て冷静に聞くことができるようにする。これらのことにより，相手の

思いを聞き，相手への理解を深め，自分も更に相手からの理解が得ら

れるように思いを伝えることで，相互理解しながら人と関わっていこ

うとする態度を育てる。 

【第３学年及び第４学年】 
 自分の考えや意見を
相手に伝えるととも
に，相手のことを理解
し，自分と異なる意見
も大切にすること。 

【第５学年及び第６学年】 
 自分の考えや意見を
相手に伝えるととも
に，謙虚な心をもち，広
い心で自分と異なる意
見や立場を尊重するこ
と。 
【中学校(相互理解，寛容)】 
 自分の考えや意見を
相手に伝えるととも
に，それぞれの個性や
立場を尊重し，いろい
ろなものの見方や考え
方があることを理解
し，寛容の心をもって
謙虚に他に学び，自ら
を高めていくこと。 

⑶ 本主題の指導内容及び道徳的価値の構造 

自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，相手のことを理解し，自分と異なる意見も大切にすること。 

 
対 
自 
分 

ア 自分の考えをもつ。        (自己の確立) 
イ 自分の考えを伝える。      (自己表現) 
ウ 考えを伝えてすっきりする。 (自己の快い感情) 

対 
他
者 

エ 相手の考えを理解する。     (他者理解) 
オ 相手の考えを受け止め，許す。 (人間関係の深まり) 
カ  相手がすっきりする。    (他者の快い感情) 

対 
社
会 

キ 互いに許し合う社会になる。(互いの快い感情) 
ク 互いの立場を尊重する社会になる。  (互いの尊重) 
ケ みんなが気持ちよく生活できる。   (安定した生活) 

 

 
 
a 自分本位な考え方 
(自分の考えを通したい) 
b 自己弁護 
(自分は悪くない) 
c 心の狭さ 
(違う考えを受け止めない) 
d 自己顕示欲 
(自分の考えだけが正しい) 
e 思いやりのなさ 
(相手のことは気にしない)  
 

① 冷静に思いを伝え，思いを聞く(相互理解)        
③ 相手の気持ちを考える(相手意識)             
⑤ 相手の過ちを許す(寛容)                            
 

道徳的実践を支える感じ方や考え方 実践を阻む 
要 因 

二面性 

心の

葛藤 
心の 
葛藤 

心構え 
② 自分のことを振り返る(思慮)  
④ 広い心で受け止める(寛大な心)  
⑥ よりよい人間関係をつくる(信頼) 



⑷ 全体計画(別葉)における本主題の位置付け 
〈本校の道徳教育の目標〉よいことと悪いことの区別を主体的に判断し，生命ある全てのものを大切にしようとする子供を育てる。 

〈重点目標(中学年)〉日常生活に必要な社会性や集団生活への適応性を養い，自立しようとする態度を育てる。 

〈子供の実態〉相手のことを考えず自分本位に行動してしまい，互いに気持ちよく過ごせないことがある。 
 

〈テーマ〉互いに気持ちよく過ごすために，大切なことは。 
 

 

教 科 等 主 な 学 習 活 動 知 識 の 理 解 の 質 の 高 ま り 

朝の活動 10 月 
互いに気持ちよく過ごすことに関

わる自分の課題や大切にしたいこと
を明確にする。 

 自分は，相手の気持ちを考えずに自分の思いば
かりを伝えてけんかになることが多いな。相手の
ことを考えればいいのかな。 

   キーワード 
道徳科 10 月 
「相手を思って」 
【Ｂ 親切，思いやり】 
『バスの中で』 

相手が困っていることや悲しいこ
とを自分の事として想像し，進んで
親切にするために大切な気持ちを考
える。 

 相手が困っているのではないかと考
えて親切にすると，相手が喜んでくれて
うれしい。 

 

道徳科 10 月 
「自分に正直に」 
【Ａ 正直，誠実】 
『まどガラスと魚』 

正直にできないときの後ろめたさ
や苦しさについて考え，正直に明る
い心で元気よく生活しようとする気
持ちを考える。 

 正直に言うと自分も相手もすっきり
するんだな。間違うことは誰にでもある
から，素直に反省したい。 

 

道徳科 11 月 
「相手とわかり合って」 
【Ｂ 相互理解，寛容】 
『心をしずめて』 

冷静に自分の思いを伝えたり，相手の
思いを聞いたりして，分かり合おうとす
るために大切なことを考える。 

 怒らないで，自分の思いを伝えたり，
相手の思いを聞いたりすることで，相手
と分かり合っていけそうだな。 

  

 

    

朝の活動  12 月 
互いに気持ちよく過ごすために大

切にしたいことを振り返る。 
 相手の立場になって考えたり，感情的にならず，落ち着いて
話し合ったりして，互いに気持ちよく過ごしていきたいな。 

   
体育科 10 月 
「ボール運びゲーム」 
・ 勝つための作戦をチームで話

し合い考える。 

学級活動 11 月 
「昼休みの遊びを考えよう」 
・ 話合いで昼休みの遊びを

決める。 

外国語活動 12 月 
「This is for you.」 
・ 欲しいものを尋ねて，

カードを送る。 

学校行事「人権教室」 12 月 
・ いじめ問題に関する DVD を見たり，人権

擁護委員の話を聞いたりして，考えを交流
する。 

 

 

４ 子供の実態について             (調査人数 33 人 重複あり 令和元年８月１日) 
           

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
  
 
 
 
 

 ⑴，⑵から，授業中や遊んでいるときなどに自分の考えを伝えたり，相手の考えを聞いたりしたことが
ある子供が多く，相手と分かり合ってよい気持ちになった経験がある子供が多いことが分かる。⑶から，
自分の考えを伝えることができなかった経験は少ない子供が多いが，相手の考えを聞くことができなかっ
た経験がある子供が半数以上いることが分かる。⑷から，話をする気分ではないという自分の心の調子で
行動したり，自信のなさから思いを伝えたり聞いたりすることを恥ずかしいと感じたりしている子供が多
いことが分かる。⑸，⑹から，相手と分かり合うことのよさは分かっていても，実現するための心構えま
では考えることができない子供がいることが分かる。 
 これらの実態から，感情的にならず，自分の考えを伝えたり，相手の考えを聞いたりすることが相手と
分かり合うことにつながることを考えさせ，自分の生活場面でも生かしていこうとする実践意欲を高める
必要がある。 

思いを伝えたり聞いたりできた経験 人数 
伝
え
る 

・ 授業中 
・ 遊んでいるとき 
・ 相手が同じ考えだと分かっているとき 
・ 自信があったとき 

19 
８ 
３ 
３ 

聞 
く 

・ 授業中 
・ 遊んでいるとき 
・ 相手が悲しそうなとき 
・ 自分と同じ考えのとき 
・ けんかしたとき 

20 
10 
１ 
１ 
１ 

思いを伝えたり聞いたりできたときの気持ち 人数 
伝
え
る 

・ すっきりする 
・ うれしい 
・ ほっとする 
・ 次もがんばろうと思う 

14 
11 
５ 
３ 

聞 

く 

・ 満足 
・ うれしい 
・ そうなんだ 
・ 考えが広げられる，よりよくできる 
・ もっと聞いてあげたい 

11 
10 
５ 
５ 
２ 

思いを伝えたり聞いたりできなかった経験 人数 
伝
え
る 

・ ない 
・ 授業中 
・ 遊んでいるとき 
・ けんかをしたとき 

20 
５ 
５ 
３ 

聞 

く 

・ ない 
・ 授業中 
・ 他のことをしていた 
・ 遊んでいるとき 
・ けんかをしたとき(いらいら) 

14 
６ 
５ 
４ 
４ 

思いを伝えたり聞いたりできなかった理由 人数 
・ 聞く(話す)気分ではなかった 
・ はずかしい 
・ ない  
・ 他のことに夢中だった 
・ けんかをしていた(いらいら・怒られそう) 
・ 後でもいいと思った 
・ 聞き入れてもらえないと思った 
・ 間違いを認めたくない 

10 
６ 
５ 
４ 
３ 
３ 
１ 
１ 

相手と分かり合うことのよさ 人数 
・ お互いの考えが分かる 
・ すっきりする 
・ 考えがよりよくなる(新しい考え) 
・ 話し合える相談 
・ 助け合える 
・ 仲よくなれる 
・ 自信がもてる 
・ お互いにうれしくなる 

９ 
５ 
５ 
４ 
４ 
４ 
１ 
１ 

相手と分かり合うためにどんな気持ちが大切か 人数 
・ 相手の話を聞く(目を見て) 
・ 考えを言ったり，聞いたりする 
・ みんなにやさしくしよう(思いやり) 
・ 相手のことを考える 
・ 考えをよりよくしよう 
・ 自分も相手も大切にする 
・ わからない 

６ 
６ 
５ 
５ 
１ 
１ 
１ 
８ 

 テーマに関わる自分の課題や道徳科の授業等で考えたことについて，家庭で話題にしてもらい，互いに気持ちよく過ごす
ために考えたことを保護者に価値付けてもらう。 

⑴ 本主題に関する経験場面① ⑵ 本主題に関する経験時の気持ち①

⑶ 本主題に関する経験場面② ⑷ 本主題に関する経験の理由

⑸ 道徳的価値の意義 ⑹ 道徳的価値に対する心構え

【家庭や地域社会との連携】 

 

【他教科等との関連】 



５ 教材について 

 ⑴ 教材のあらすじ 

 
 
 
 
 
⑵ 資料の分析・反応予想 

場 面 分析(価値構造図より) 予想される子供の反応 
１ 一生懸命描いていた

絵を汚されて，謝られ

ても受け止められない

ともみ 【心の弱さ】 

a 自分本位な考え方(自分の考えを通したい) 
c 心の狭さ(違う考えを受け止めない)  
e 思いやりのなさ(相手のことは気にしない) 

・ せっかく上手に描けたのに

ひどい。 
・ もう元には戻せないんだ。 
・ あき子でも許せない。 

２ 家に帰りあき子から

もらった貯金箱を見て

考えるともみ【後悔】 
 

ア 自分のことを振り返る。(対自) 
エ 相手の考えを理解する。(対他) 
ケ みんなが気持ちよく生活できる。(対社) 
 

・ あき子にひどいことをし

てしまった。 
・ 何であんなに怒ってしま

ったんだろう。 
・ ちゃんと自分の思いを伝

えよう。 
・ あき子の思いをしっかり

と聞こう。 

① 相互理解  ② 思慮 
③ 相手意識  ⑥ 信頼 

 ⑶ 教材の活用 

   本教材は，日常場面でよくある仲よしの友達との関わりが描かれており，子供たちが共感しやす

い内容となっている。また，どうしても許せないと思っていたが，自分のことを振り返り自分の言

動がよかったかどうか考えるともみの姿を通して，相手と分かり合うためにどのようなことが大切

かということについての考えを深めることができる話である。謝っているあき子のことを許せずに

いるともみが，自分の部屋にあったあき子からのプレゼントを見つめ，心をしずめて相手と向き合

おうとし，その後，二人がどのような会話をするか考えることで，相手と分かり合うためには，感

情的にならず，自分の思いを伝えたり，相手の思いを聞いたりすることが大切だと気付くことがで

きるように本教材を活用する。 

６ 指導に当たって 

⑴ 「自分の問い(自分のめあて)」をもたせる教師の手立て 

   「気付く」過程で，「遊ぶ約束が守られず，けんかになってしまった」という教師の子供時代の日

記を紹介し，相手のことを考えず，分かり合えていないということに気付くことができるようにす

る。その後，自分の経験を想起させることで，相手と分かり合うために大切にしたいことを考えた

いという問題意識を高め，「自分の問い(自分のめあて)」をもつことができるようにする。 

⑵ 「学び合い」を活性化する教師の手立て 

   「見つめる」過程で，あき子の家でともみとあき子がどのような話をするか考えさせ，役割演技

を行う場を設ける。ともみがあき子にどのような言葉を掛けるのか考えることで，「互いにすっき

りする」，「更に仲よくなれる」などの分かり合うことのよさに気付くことができるようにする。ま

た，ともみとあき子，どちらの立場も演技をして心情を捉えたり，感情メーターでともみの感情の

高まりを学校でけんかをしてしまったときと比べたりすることで，冷静に自分の思いを伝えること

や相手の思いを聞くことが，分かり合うことにつながるということにも気付くことができるように

する。  

⑶ 学びを振り返り，学びを価値付ける教師の手立て 

   「深める」過程で，本時で考えた大切にしたいことをまとめる時間を設ける。その際，自分のめ

あてを振り返ることで，今までの自分を振り返ったり，道徳的価値に関する考えをより深めたりす

ることができるようにする。また，「高める」過程で，導入で想起した相手と分かり合えなかった場

面を再度提示し，本時で考えたことを生かしながら，日記を書いた人へのアドバイスを考える。そ

うすることで，感情的にならず，自分の思いを伝えたり，相手の思いを聞いたりすると，相手と分

かり合えそうだという道徳的価値の理解を深めたり，実践意欲を高めることができるようにする。 

 

 ともみは，仲よしのあき子のために秘密で誕生日プレゼントを準備していた。しかし，その
日の図工の時間，ともみが一生懸命に描いていた絵が，あき子によって汚されてしまう。わざ
とではないが，謝るあき子のことを受け止められず，ともみは怒ってしまう。昼休みにもあき
子が謝りに来たが，話を聞くこともせず，もめたまま帰宅した。自分の部屋にいるともみは，
あき子からのプレゼントの貯金箱を見て，じっとしていられなくなり，あき子の家へ走り出す。 



７ 本 時  

 ⑴ ねらい 相手の過ちを許せず感情的になってしまった後悔の気持ちを考えることを通して，冷静

に自分の思いを伝えようとしたり，相手の思いを聞こうとしたりすることのよさに気付き，

相手のことを理解し，自分と異なる意見も大切にしようとする態度を育てる。 

 ⑵ 展 開    教師の言葉掛け    子供の反応 ◆  重点評価項目  

過程(分) 主な学習活動と予想される子供の反応 教 師 の 指 導 

 

気 

付 

く 

(５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見 

つ 

め 

る 

(28) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深 

め 

る 

(５) 

 

高 
め 
る 

(７) 

１ 相手と分かり合えなかった際の日記を聞き，今までの経
験を話し合う。 

 
 
 
 

 
２ 本時のめあてを立てる。 
 
 
 
３ 教材文を読み，ともみの気持ちや相手と分かり合うため

に大切にしたいことについて話し合う。 
 ⑴ 学校でのともみの気持ちについて話し合う。【人間理解】 
 
 
 
 

⑵ 貯金箱を見つめるともみの気持ちについて話し合
う。           【価値理解】【他者理解】 

 
  
 
 
 
 
 

⑶ あき子の家でどのような話をするか考え，話し合う。 
 (役割演技)              【価値理解】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
４ 互いに気持ちよく過ごすために大切なことについて考え

る。 
 
                
 
５ 本時で大切にしたいことを生かしながら，導入時に想起

した場面でどのようなアドバイスをするか考える。 

◯ 相手と分かり合えなかっ
た経験が書かれた日記から
互いの考えを言い過ぎてし
まうことを想起させ，相手と
分かり合うために大切にす
ることを考えたいという問
題意識を高めることができ
るようにする。 

◯ 学校でのともみの気持ち
を考えることで，相手の過ち
を許せず感情的になってし
まう心の弱さを捉えること
ができるようにする。その
際，感情メーターで感情の高
ぶりを示すことで，視覚的に
捉えやすくする。 

◯ あき子にもらった貯金箱
を見つめながらともみが考
えていることを話し合う場
を設ける。その際，事前の道
徳の学習で考えたことを生
かし，「相手のことを自分の
事として考えること」【Ｂ 
親切，思いやり】，「自分の行
動を振り返り，正直になるこ
と」【Ａ 正直，誠実】等の考
えがある場合は取り上げ，相
手と分かり合うための考え
を多面的・多角的に捉えるこ
とができるようにする。 

◯ あき子の家でともみとあ
き子がどのような話をする
か考えさせ役割演技を行う。
その際，どちらの立場でも考
えたり，感情メーターで感情
の高まりを最初と比べたり
することで，冷静に自分の思
いを伝えることや相手の思
いを聞くことが分かり合う
ことにつながると気付くこ
とができるようにする。 

◯ 本時の振り返りをする際，
自分のめあてを振り返るこ
とで，今までの自分を振り返
ったり，道徳的価値に関する
考えをより深めたりするこ
とができるようにする。 

 
 
 
 
◯ 導入時の場面を再度提示

し，本時で考えたことを生か
しながら，どのようなアドバ
イスをするか考える。そうす
ることで，これからも相手と
分かり合いたいという実践
意欲を高めることができる
ようにする。 

 怒らずに，まずは相手の話

を聞きたい。 

◆ 冷静に自分の思いを伝えることや
相手の思いを聞こうとするための考
えを，自分との関わりで考えている
か。   【発言，ワークシート】 

 自分の思いも伝えつつ，相手

のことも分かろうとしたい。 

・ あき子にひどいことをしてし
まった。 

・ もっとあき子の気持ちを考え
ればよかった。【Ｂ 親切，思いやり】 

 

相手とわかり合うためには，どのようなことを大切に

すればよいだろうか。 

・ お互いが自分の思いを伝えたり，相手の思いを聞いたりすると，
仲直りできそう。 

・ お互いに落ち着いて話すことで，分かり合えてすっきりする。 

相手と分かり合えなかったことはありませんか。 

・ みんなで遊ぶ日になかなか遊びが決まらなかったな。 
・ お母さんが言っていることを聞かずに自分の思いだけを伝えてしまったな。 
・ どうすれば互いに思いを分かり合っていけるかな。 

あき子にもらった貯金箱を見つめながらどのようなことを考えて
いたのでしょうか。 

ともみは，あき子の家でどのような話をすると分かり合えるでしょうか。

・ 話を聞かなくてご
めんね。もう一度話し
てくれないかな。 

・ 怒ってしまってご
めんね。でも，一生懸
命描いたから，とても
悲しかったの。 

・ せっかく一生懸命描いていたのにひどい。 
・ ごめんねと言われても絵は元通りにはならない。
・ あき子に何を言われても聞きたくない。 

 
・ わざとではないけ

ど，大切な絵を汚して
しまってごめんね。 

・ 悲しい気持ちは分か
るけど，無視されると
とても辛かったよ。 

・ 自分も間違うことがあるのに。
・ ひどいことをしてしまってご
めんねと素直に話をしよう。 

  【Ａ 正直，誠実】

ともみ あき子 

  友達の考えも聞いてみたら
どうかな。だって，相手も強く
言われたら辛いし，分かり合え
ないよ。 

  互いに納得できるようにす
るために，いらいらしてもそれ
をぶつけず，じっくり話をして
みたらどうかな。 

「
学
び
合
い
」(

磨
き
合
い)

の
活
性
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